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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,433人（△57） 

　男　　24,502人（△　8） 

　女　　27,931人（△49） 

世帯数　22,371　（△17） 
2月1日現在 （　）は前月比 

みんなで団地を守るために 
　住宅密集地妙円寺団地の新春恒例行
事が行われました。市消防本部職員か
ら消火器取り扱い等の説明を受けた住
民は、自分たちの住む地域を守ろうと
実際に消火器を使用して消火訓練を行
いました。 
（妙円寺団地防火訓練　P10関連記事） 
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そ 

　
東
市
来
地
域
北
部
に
あ
る
北
山

自
治
会
。
平
成
二
十
年
二
月
一
日

現
在
六
十
二
世
帯
、
百
四
十
三
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
に
は
、
北
山
殿
と
梅
木
殿

が
戦
い
を
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
お
盆
に
は
敗
北
し
た
北

山
殿
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
火
振

り
の
行
事
が
伝
わ
り
、
現
在
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
北
山
殿
の

支
配
し
て
い
た
所
か
ら
、
そ
の
ま

ま
こ
れ
が
地
名
と
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

歴
史
と
伝
統
を
守
り
、受
け
継
ぐ
た
め
に 

北
山
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

き
た
や
ま 

北山自治会 
（東市来地域） 

▲田の神さあにもちを供える青年団 
　（二才講） 

▲鹿王神社で行われた七日講（ソバ講） 

▲毎年お盆に行われる「北山の火振り」 ▲左から福田健太郎さん、北山守さん、北山義寛会長 

の
昔
、
大
里
川
向
か
い
の
平
山

（
デ
ラ
ヤ
マ
）
に
陣
を
構
え
て

い
た
北
山
殿
と
、
城
之
岡
に
陣
を
構

え
て
い
た
梅
木
殿
が
戦
い
、
敗
れ
た

北
山
殿
の
浄
精
霊
と
無
縁
仏
を
供
養

す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
北
山
の
火
振

り
。
先
端
に
ツ
ガ
（
松
明
）
を
つ
け

た
長
さ
五
、
六
メ
ー
ト
ル
の
孟
宗
竹

を
南
北
（
北
山
と
梅
木
の
方
向
）
に

大
き
く
振
り
、
供
養
す
る
お
盆
の
恒

例
行
事
と
し
て
百
年
以
上
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
夏
の
夜
空
を
焦
が
す
勇

壮
な
こ
の
行
事
。
火
振
り
が
行
わ
れ

る
納
骨
堂
広
場
で
は
、
主
に
地
域
の

青
年
や
青
壮
年
部
員
で
準
備
。
ま
た
、

お
盆
に
帰
省
す
る
人
も
参
加
し
て
伝

統
行
事
と
し
て
地
域
全
体
で
守
り
続

け
て
い
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

。
北
山
に
も
古
く
か
ら
伝
わ
る

講
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
十
月
末

か
ら
十
一
月
に
行
わ
れ
る
二
才
講
（
に

せ
こ
う
）
や
十
二
月
七
日
に
行
わ
れ

る
七
日
講
（
ソ
バ
講
）
が
あ
り
ま
す
。

昔
、
あ
ら
ぬ
事
実
に
よ
り
斬
ら
れ
た

北
山
殿
の
奥
方
の
命
日
を
弔
う
た
め

の
七
日
講
。
奥
方
は
斬
ら
れ
る
際
、「
白

い
血
を
流
し
た
ら
私
は
無
実
で
す
」

と
言
い
残
し
、
白
い
血
を
流
し
た
。

奥
方
を
哀
れ
ん
だ
人
々
は
、
そ
の
場

に
白
椿
を
植
え
弔
い
ま
し
た
。
現
在

の
七
日
講
は
白
い
花
を
つ
け
る
ソ
バ

を
食
べ
る
こ
と
か
ら
別
名
「
ソ
バ
講
」。

三
十
三
年
目
の
節
目
と
な
っ
た
今
年

は
、
鹿
王
神
社
で
盛
大
に
神
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

才
講
は
昔
、
青
少
年
が
心
身
の

鍛
錬
、
修
養
の
場
と
し
て
、
礼

儀
作
法
、
悪
事
追
放
、
勤
労
の
大
切

さ
を
学
ぶ
講
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
終
戦
後
こ
の
風
習
は
廃

れ
、
現
在
で
は
、
主
に
豊
作
祈
願
の

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
青
年
団
が

も
ち
を
つ
き
、
そ
の
も
ち
を
「
わ
ら

つ
と
」
に
包
ん
で
地
域
に
あ
る
二
体

の
田
の
神
さ
あ
ま
で
持
っ
て
い
き
、

田
の
神
さ
あ
の
周
り
を
歌
い
な
が
ら

踊
っ
た
後
、
も
ち
を
お
供
え
す
る
行

事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

の
よ
う
に
北
山
に
は
数
多
く
の

伝
説
や
逸
話
が
あ
り
、
伝
統
行

事
は
今
で
も
地
域
住
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
伝
統
を
守

る
気
風
は
地
域
に
根
付
き
、
住
民
に

も
ま
と
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
も
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、
い
い
子
ば
か
り
。
こ

れ
か
ら
危
惧
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り

現
代
の
風
潮
で
も
あ
る
少
子
高
齢
化
。

地
域
の
伝
統
行
事
を
受
け
継
ぐ
若
い

世
代
が
少
な
く
な
り
、
今
後
、
こ
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
け
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

講 

二 

こ 



　
一
月
六
日
、
日
吉
運
動
公
園
と
日

吉
総
合
体
育
館
で
消
防
出
初
式
が
行

わ
れ
、
市
内
の
消
防
団
員
や
市
消
防

本
部
職
員
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
日
吉
方
面
団
の
田
代
幸

次
方
面
団
長
を
先
頭
に
各
方
面
団
や

市
消
防
本
部
、
日
新
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
の
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
規
律
訓
練
や
救
助
訓
練
、

放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
演
習
後
、
体
育
館
で
は
長
年
消
防

団
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
の
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
、
宮
路
市
長
が
「
献

身
的
な
消
防
精
神
を
堅
持
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
す
る
と
、
西
園
徹
消
防

団
長
が
「
住
民
の
信
頼
と
期
待
に
こ

た
え
た
い
」
と
今
年
一
年
の
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。 

　各
種
表
彰
（
敬
称
略
） 

略
称
（
東
）
＝
東
市
来
方
面
団 

　
　
（
伊
）
＝
伊
集
院
方
面
団 

　
　
（
日
）
＝
日
吉
方
面
団 

　
　
（
吹
）
＝
吹
上
方
面
団 

【
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
】 

門
松
吉
彦
（
伊
）
坂
上
俊
美
（
伊
）
北

山
光
宏
（
東
） 

【
日
本
消
防
協
会
功
績
章
】 

田
代
幸
次
（
日
） 

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】 

鉾
之
原
孝
志
（
日
置
市
消
防
本
部
） 

【
日
本
消
防
協
会
30
年
勤
続
章
】 

古
川
和
史
（
東
）
立
和
名
徳
文
（
東
）

川
路
勝
弘
（
伊
）
仮
屋
益
夫
（
伊
） 

【
県
消
防
協
会
功
績
章
】 

並
松
安
文
（
伊
）
草
原
耕
治
（
伊
）
加

治
屋
巳
芳
（
伊
）
稲
田
実
（
伊
）
有
村

昭
郎
（
伊
）
吉
丸
求
（
伊
）
二
石
修
三

（
日
）
上
野
秀
美
（
吹
）
中
間
庭
章
（
吹
）

西
園
満
徳
（
吹
）
山
口
辰
己
（
吹
） 

【
県
消
防
協
会
精
績
章
】 

山
下
浩
二
（
伊
）
馬
籠
五
雄
（
伊
）
岩

崎
保
浩
（
伊
）
児
島
大
志
郎
（
伊
）
吉

永
義
昭
（
伊
）
善
福
治
己
（
伊
）
西
定

美
（
伊
）
上
荒
磯
公
一
（
伊
）
牧
之
内

幸
一
（
伊
）
古
垣
隆
之
（
日
）
檜
物
茂

広
（
日
）
畠
中
明
雄
（
日
） 

【
県
消
防
協
会
精
績
章
】 

松
下
光
二
（
吹
）
野
元
耕
二
（
吹
）
岡

元
正
一
（
吹
） 

【
県
知
事
表
彰
50
年
勤
続
章
】 

下
田
平
幸
雄
（
日
） 

【
県
知
事
表
彰
40
年
勤
続
章
】 

曽
木
均
（
東
）
西
山
益
穂
（
伊
）
小
園

和
則
（
伊
）
田
代
幸
次
（
日
） 

【
県
知
事
表
彰
10
年
勤
続
章
】 

迫
田
弘
利
（
東
）
室
之
園
道
治
（
東
）

益
満
秀
利
（
東
）
宇
都
良
広
（
伊
）
新

山
一
弘
（
伊
）
貴
島
明
英
（
伊
）
横
山

義
晴
（
伊
）
前
村
康
博
（
伊
）
宮
原
良

和
（
伊
）
東
英
夫
（
伊
）
上
口
浩
行
（
日
）

大
西
勝
成
（
日
）
元
山
敏
志
（
日
）
阿

多
崇
宏
（
日
）
原
口
東
（
日
）
橋
口
洋

一
（
日
）
東
正
秋
（
吹
）
小
山
田
剛
（
吹
）

榊
満
博
（
吹
）
下
園
生
晃
（
吹
）
柳
原

文
男
（
吹
） 

村
義
美
（
吹
） 

【
県
消
防
協
会
日
置
支
部
15
年
勤
続
章
】 

田
淵
裕
（
東
）
中
養
母
健
一
（
東
）
永

井
辰
也
（
東
）
益
満
哲
二
（
伊
）
帖
佐

孝
生
（
伊
）
山
下
勝
博
（
伊
）
東
條
幸

二
（
伊
）
原
口
昇
（
伊
）
尾
堂
謙
志
（
伊
）

室
屋
健
（
伊
）
井
料
敏
彦
（
伊
）
内
村

友
治
（
日
）
堀
吉
男
（
日
）
山
内
一
徳

（
日
）
的
場
勝
広
（
日
）
前
畑
進
二
（
日
）

川
崎
哲
也
（
吹
）
坂
口
博
（
吹
）
井
上

眞
人
（
吹
）
横
山
勉
（
吹
）
柱
野
春
己

（
吹
）
黒
川
明
（
吹
） 

【
市
長
表
彰
10
年
勤
続
】 

迫
田
弘
利
（
東
）
室
之
園
道
治
（
東
）

益
満
秀
利
（
東
）
宇
都
良
広
（
伊
）
新

山
一
弘
（
伊
）
貴
島
明
英
（
伊
）
横
山

義
晴
（
伊
）
前
村
康
博
（
伊
）
宮
原
良

和
（
伊
）
東
英
夫
（
伊
）
上
口
浩
行
（
日
）

大
西
勝
成
（
日
）
元
山
敏
志
（
日
）
阿

多
崇
宏
（
日
）
原
口
東
（
日
）
橋
口
洋

一
（
日
）
東
正
秋
（
吹
）
小
山
田
剛
（
吹
）

榊
満
博
（
吹
）
下
園
生
晃
（
吹
）
柳
原

文
男
（
吹
）　
村
義
美
（
吹
） 

【
感
謝
状
30
年
勤
続
者
内
助
の
功
】 

古
川
慶
子
（
東
）
立
和
名
ナ
ル
子
（
東
）

川
路
幸
子
（
伊
） 

【
感
謝
状
25
年
以
上
勤
続
退
団
者
】 

門
松
昭
雄
（
日
置
市
消
防
団
）
北
山
幸

二
（
東
）
大
楽
明
男
（
日
）
畠
中
和
文

（
吹
）
堤
宏
治
（
吹
）
馬
籠
富
夫
（
吹
） 

▲分列行進 

▲表彰を受ける下田平幸雄さん（日吉方面団） 

消
防
活
動
の
功
績
を
表
彰
 

消　防 
出初式 

消
防
精
神
新
た
に 

住
民
の
信
頼
と
期
待
に 

こ
た
え
た
い 

　
袋
収
集
方
式
に
統
一
す
る
理
由
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

①
容
器
包
装
プ
ラ
の
100
％
分
別 

　
分
別
品
目
の
中
で
、
特
に
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
そ
の
他
プ
ラ
）

の
分
別
徹
底
が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

　
袋
収
集
の
場
合
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
再
選
別
を
行
い
100
％
の
状

態
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ン
テ
ナ
収
集

の
場
合
は
再
選
別
の
必
要
は
な
い
と

の
前
提
で
取
り
扱
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
異

物
の
混
入
が
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
の

ま
ま
で
は
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

の
再
選
別
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

②
山
間
部
に
住
む
市
民
や
高
齢
化
へ

の
対
応 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
で
は
、
自
治
会
ご

と
に
拠
点
を
決
め
て
実
施
す
る
た
め
、

収
集
場
所
が
遠
く
な
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
山
間
部
や
高
齢
者
の
方
々
へ
の

対
応
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。 

③
収
集
場
所
の
確
保
が
困
難 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
で
は
、
一
定
の
広

さ
の
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。 

④
指
導
員
、
補
助
員
の
選
任
の
問
題 

　
コ
ン
テ
ナ
収
集
は
早
朝
実
施
の
た

め
、
共
働
き
世
帯
や
高
齢
者
の
多
い

と
こ
ろ
で
は
指
導
員
、
補
助
員
の
人

選
が
困
難
な
自
治
会
も
あ
り
ま
す
。 

⑤
経
費
の
問
題 

　
袋
収
集
に
比
べ
、
コ
ン
テ
ナ
収
集

で
は
総
体
の
経
費
が
高
く
な
る
た
め
、

収
集
経
費
を
で
き
る
だ
け
抑
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

⑥
コ
ン
テ
ナ
収
集
の
知
識
と
経
験
を

生
か
せ
る 

　
伊
集
院
地
域
が
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
コ
ン
テ
ナ
収
集
で
の
分
別
知

識
等
は
、
袋
収
集
で
も
生
か
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
袋
収
集
、
コ
ン
テ
ナ
収
集
の
い
ず

れ
の
方
式
で
も
、
徹
底
し
た
分
別
を

目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ご
み
は
生
活
に
密
着
し
た
身
近
な

問
題
で
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
み

へ
の
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、
暮
ら
し

や
す
い
日
置
市
に
し
て
い
く
た
め
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

資源ごみ収集、全市袋方式に統一 
本年4月から一斉実施 

　
市
で
は
、こ
れ
ま
で
資
源
ご
み
収
集
方
式
に
つ
い
て
コ
ン
テ
ナ
収
集
方
式
、袋
収

集
方
式
の
い
ず
れ
か
の
方
式
へ
の
統
一に
向
け
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
二
月
か
ら
は
、各
地
域
の
代
表
者
二
十
人
で
構
成
す
る「
ご
み
分
別
検

討
委
員
会
」に
お
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
、「
全
市
袋
収
集
方
式
に
統
一
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
」と
の
最
終
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
委
員
会
の
最
終
意
見
も
踏
ま
え
、市
で
は
資
源
ご
み
の
収
集
方
式
を
全
市
袋

収
集
方
式
に
統
一
し
、本
年
四
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

　
品
目
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
分
別
し
て
指
定
袋
に
入
れ
、
決
め
ら
れ
た
日

の
午
前
八
時
ま
で
に
（
燃
や
せ
る
ご
み
も
同
じ
）、
燃
や
せ
る
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
と
分
別
手
引
書
に

つ
い
て
は
、
三
月
中
に
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。 

※
市
民
の
皆
さ
ま
が
ご
み
に
対
す
る
責
任
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、 

　
資
源
ご
み
袋
に
は
、
必
ず
名
前
を
書
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

4
月
か
ら
の
資
源
ご
み
の
分
け
方
、出
し
方 

容器包装プラスチック 
（その他プラ） 缶 ビ　　ン ペットボトル 

紙　　類 燃やせないごみ 有害ごみ 

資源ごみ袋 
（青） 

資源ごみ袋 
（青） 

不燃ごみ袋 
（赤） 

不燃ごみ袋 
（赤） 

不燃ごみ袋 
（赤） 

不燃ごみ袋 
（赤） 

不燃ごみ袋 
（赤） 

資源ごみ袋 
（青） 

資源ごみ袋 
（青） 

乾電池 
ボタン型電池 

新聞・チラシ 

ダンボール その他紙 

本・雑誌 紙パック 

※それぞれ 
　紙ひもで 
　十字に縛 
　って出す。 

・回収ボックスのある地域 
　は、そこへも出せます。 

蛍光灯 
電球 



春の火災予防運動 春の火災予防運動 春の火災予防運動 

サイレン鳴動について サイレン鳴動について サイレン鳴動について 

～火は見てる　あなたが離れる　その時を～ 
住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 住宅用火災警報器 

平成19年　災害発生件数 平成19年　災害発生件数 平成19年　災害発生件数 

平成19年　災害発生件数 

「付けていて良かった」という例が増えています。 
　３月１日から３月７日まで、「火災から命と財産を守ろう」を合言葉に、春の火災
予防運動が実施されます。この運動は、火災が発生しやすい時季に一人ひとりが火災
予防の知識を持ち、それを実践することによって火災の発生を防ぐことと、火災によ
る死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的に全国的に実施されます。日置市消防本部
でも、下記のとおり火災予防運動を実施します。 

　「事業所に設置されている自動火災報知設備が鳴っていま
すが、炎や煙等は確認できません」と119通報があった場合、
以前はサイレンを鳴らさずに現場まで行っていましたが、今
年からサイレンを鳴らして現場まで出動することになりまし
た。 
　また、交通事故等に伴う燃料漏れによる火災危険を排除す
るための出動も同様です。 
　聞こえる消防車のサイレンに対するお問い合わせは、絶対
に「119 番」で行わないでください。 
　消防テレガイド（273ー 2811）を活用してください。 
　皆様のご理解とご協力をお願いします。 

　日置市では、新年早々、建物火災が相次ぎ、
建物４棟が全焼し１棟が半焼しました。　
　火災は、ちょっとした心のスキを狙って
発生します。 
　かけがえのない命と財産を火災から守る
ために、火の元、火の取り扱いには十分ご
注意下さい。 
　火災を初期のうちに知らせてくれる住宅
用火災警報器を早めに設置されることをお
勧めします。また、住宅火災警報器を取り
付けたことで火災の被害を最小限に抑えら
れた事例が数多くあります。 

　平成 19 年中、日置市内では下記のとおり災害があ
りました。 
　火災は、昨年に比べ 13 件も多く発生し、救急も昨
年より 123 件多くなっています。 
　交通事故や機械事故に伴って発生する救助出動も
昨年より６件多く、26 件発生しています。 
　火災は、市民一人ひとりが防火意識を持って生活
すれば未然に防げると思います。 
　救急は、緊急を要する場合、ためらうことなく要
請してください。 
  しかし、中には緊急性のない安易な要請もあるよう
です。 
　本当に救急車が必要な人のために、救急車の適正
な利用をお願いします。 

　住宅用火災警報器の設置が義務付けられたことに伴い、悪質な訪問販
売が多く発生しております。 
　おかしいと感じたら、すぐに自分で決めずに家族や近所の方々に相談
しましょう。 

車両広報 

壁掛けタイプ 

天井取付けタイプ 

防火訓練 

予防査察 

予防査察 

独居老人防火指導 

平成19年防火ポスターコンクール作品 

日本検定協会の保障するNSマーク
の付いたもので、１個５～６千円前
後が相場のようです。 

悪質訪問販売に 
ご用心 !!

悪質訪問販売に 
ご用心 !!

火　　　災 
（死者） 

救　　　急 

救　　　助 

東　市　来 

11 

599 

8

15 

741 

8

12 
（1） 

230 

4

10 
（1） 

414 

5

0 

3 

1

48 
（2） 

1987 

26

伊　集　院 日　　吉 吹　　上 管　轄　外 合　　計 



民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します 
　平成 19 年 12 月１日付けで委嘱を受けた新しい民生委員・児童委員、主任児童委員を紹介します。 
　民生委員は、高齢者や障害を持った方など社会的に弱い立場にある方の訪問等を通して、その生活実態を把握し、
様々な福祉問題について相談に応じたり、関係する行政機関や福祉施設と連携しながら指導・援助を行っています。 
　福祉に関する疑問や悩みなどをお持ちの方は、お住まいの地域を担当する委員までお気軽にご相談ください。 

東市来地域民生委員・児童委員協議会 

島田ひろ子 

園田　淑子 

鮫島さだ子 

荻　　　敬 

北山　末吉 

田淵　和子 

上養母ひさ子 

中園　敬子 

宮内　裕子 

水流　憲子 

種子田忠紀 

山　　悦子 

北園　京子 

宮前サチ子 

下池　一利 

野　　楠雄 

堂園　勇一 

桑木野・郷戸・尾木場 

野下・高塚東・高塚西 

鉾之原・立和名 

荻 

北山・上床 

田代 

梅木・中野・元養母 

下養母 

麓上・古市 

麓下 

杉之迫 

城之町上・城之町・坂之上下 

皆田東・大平 

皆田西・丸牧 

上野東・上野西 

向湯田 

駅前 

274－3376 

274－ 6081 

274－ 6823 

274－ 6297 

274－ 9055 

274－ 6425 

274－ 4412 

274－ 0120 

274－ 5113 

274－ 4307 

274－ 4726 

274－ 4689 

274－ 9502 

274－ 3406 

274－ 5724 

274－ 4961 

274－ 2962

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 

伊集院地域民生委員・児童委員協議会 

牧迫　範雄 

黒田　澄子 

有馬　久子 

 
新藤　和雄 

鮫島　幸子 

家村かつ子 

前田　純正 

清藤　藤一 

四元　美紗 

山下ヒサ子 

種田　史子 

田中くみ子 

内　　健一 

栄楽百美子 

神橋　　守 

倉崎　浩二 

森山あや子 

松元　　昇 

平島トモエ 

福元　　寛 

徳永　　昇 

新田　孝子 

上平田明利 

池田・末永・窪田 

四郎園・下方限 

麓東 

天神馬場・上之馬場・ 

犬之馬場・元町 

向江町・中央通 

駅前・銀天通 

出樋・城山・荒瀬 

小城・瀬戸内 

徳重東 

猪鹿倉（朝日ヶ丘線より北側） 

猪鹿倉（朝日ヶ丘線より南側） 

清藤 

郡上・郡内・宮脇 

中福良 

立野 

平古 

郡下 

大田上・大田中 

大田下・久木野々 

飯牟礼下・腰・善福 

飯牟礼上・飯牟礼中 

古城・恋之原 

下土橋 

272－2351 

273－ 5404 

272－ 4711 

 
272－ 4531 

273－ 1035 

273－ 1650 

273－ 1586 

273－ 0059 

272－ 3286 

272－ 5438 

273－ 5340 

273－ 3782 

273－ 4693 

273－ 0765 

272－ 5422 

273－ 1649 

273－ 5633 

273－ 0022 

272－ 3822 

272－ 5396 

273－ 1156 

273－ 2835 

273－ 2476

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 

池滿　久代 

鉾谷登知子 

高須美穂子 

赤　てるみ 

寺田そよみ 

　村　博子 

武田あつ子 

畑　伸一郎 

沼田八重子 

益満　律子 

中村　満郎 

村山　悦子 

上薗　律子 

姶良　　誠 

児玉　英作 

岩下　輝子 

中村　伸子 

駅前 

元湯 

元湯 

中央 

中央 

田之湯 

田之湯 

堀内 

上・元・中伊作田 

柿之迫 

江口・鈩口 

川北・平迫比良・赤崎 

永山・神之川・南神之川 

美山上・牧之角 

美山下・宮田 

主任児童委員 

主任児童委員 

274－2935 

274－ 1262 

274－ 0509 

274－ 2536 

274－ 5660 

274－ 2001 

274－ 2555 

274－ 4016 

274－ 3181 

274－ 3775 

274－ 2476 

274－ 5677 

274－ 5812 

274－ 0369 

274－ 4114 

274－ 4903 

274－ 5388

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 

松尾　幸男 

上　　菊男 

仮屋　　享 

本村　一男 

前鶴　祥子 

入江田キミ子 

 
吉村　京子 

千代盛洋子 

里之園　毅 

佐藤　順子 

田渕川庄次郎 

山口　育美 

寺園　幸廣 

児島　昌美 

入佐　俊五 

松元　健二 

南田　薩男 

谷本　克利 

上園　義彦 

蜷川　保子 

益満　和子 

東　ひとみ 

上土橋 

中川 

竹之山 

麦生田下・麦生田中 

麦生田西・麦生田東 

上神殿・中神殿 

下神殿１区・下神殿２区・ 

下神殿３区・下神殿４区 

桑畑 

野田 

寺脇 

朝日ヶ丘 

妙円寺１区 

妙円寺２区 

妙円寺３区 

妙円寺５区 

妙円寺６区 

妙円寺７区 

妙円寺８区・妙円寺９区 

つつじヶ丘１区 

つつじヶ丘２・３区 

主任児童委員 

主任児童委員 

273－9557 

273－ 9228 

273－ 9531 

273－ 2494 

273－ 9956 

273－ 2356 

 
273－ 1515 

273－ 3448 

273－ 1728 

273－ 5564 

272－ 3019 

273－ 0231 

272－ 3921 

273－ 0026 

272－ 3500 

273－ 0417 

272－ 3316 

273－ 3373 

273－ 0280 

272－ 2303 

272－ 5715 

273－ 1272

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 

日吉地域民生委員・児童委員協議会 

種子田フサ子 

室屋　榮藏 

有村　和子 

中城　勝美 

増田友可子 

 
下田平和子 

福田　俊治 

田島マツエ 

瀧口ルミ子 

 
勝田　久子 

 

久保　幸子 

二潟 

山田上・山田・山田下 

日新・並松・北原・今別府 

下原・古の山・浜の丸 

出来場・西 

城の下・寺下・中原・榎園・ 

榎園団地・ウッドタウン日吉 

枦木・植木・日置麓・日置団地 

帆北・帆西・帆南・帆東 

柿の谷・狩谷・旭東・旭西 

松ヶ尾・久保園・宮下・八幡・ 

新橋 

上の馬場・古里・古里東・ 

中牟礼・中牟礼西 

292－5001 

292－ 3081 

292－ 5662 

292－ 2985 

292－ 3637 

 
292－ 3196 

292－ 3161 

292－ 2292 

246－ 8841 

 
292－ 3888 

 

292－ 4218

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 

春成トモエ 

田中　　馨 

上口　旬子 

櫨場　碩郎 

二石謙二郎 

畠中　孝典 

川窪　久子 

池田　律子 

新冨　妙子 

松村　耕一 

 
吉留　義信 

鎌ヶ迫　勉 

新宅　礼子 

堀込・諏訪・鵜狩 

笠ヶ野・草見 

草原東・毘沙門・遠矢ヶ原 

草原西・川口・住吉 

天司・吉野・鬼丸 

原口・西山・白井月 

吉利麓・新町・向江 

尾之上・志賀・内門・熊須 

片町・池上・道上・小園 

前屋敷・冷水・松山 

田平・小吹・岩井田・諸正・ 

樗木 

主任児童委員 

主任児童委員 

292－3664 

292－ 3050 

292－ 4590 

292－ 2433 

246－ 8388 

292－ 2064 

292－ 4159 

292－ 3739 

292－ 4134 

292－ 4701 

 
292－ 2319 

292－ 2136 

292－ 3722

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 

吹上地域民生委員・児童委員協議会 

徳田まき子 

東　　克夫 

大北貴美子 

窪田　　繁 

下村　俊治 

田原　嘉治 

川辺　昭宏 

山下　正成 

野入　弘良 

漆島喜代子 

岩元　正子 

若松マサ子 

戸越　禮子 

山口　克佳 

松原　　悟 

黒葛　秋男 

永野　玲子 

田中　保子 

西本町・南宮内 

東本町・窪田 

坂元・多宝寺・ふもと 

小牧 

北湯之元 

南湯之元 

緑ヶ丘・宮坂・上中之里 

下中之里 

中津・東宮内・西宮内 

亀原・花熟里 

小野浜・小野馬場・小野 

下田尻・中田尻 

上田尻・芋野・野首 

下与倉 

藤元 

赤仁田・上与倉 

田之尻・永野 

今木場・日添 

296－4169 

296－ 2344 

296－ 4698 

296－ 2970 

296－ 5177 

296－ 4067 

296－ 4492 

296－ 5072 

296－ 4526 

296－ 2436 

296－ 6578 

296－ 2881 

296－ 5552 

296－ 3671 

296－ 2349 

296－ 6054 

296－ 4177 

296－ 6099

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 

井上ミツ子 

坂口　正視 

上床　和子 

櫨木　洋子 

川路　順子 

松　　征男 

草木迫ふさ子 

瀬川千枝子 

重信　壽子 

恒吉　英治 

鍋倉　怜子 

岩井田玲子 

 
胸元　光盛 

坊野ヒロ子 

有馬タミ子 

平田　昭二 

堂園かずよ 

竜之瀬・観音河内・平鹿倉 

苙口・瀬谷・助代 

上和田・中和田 

下和田・苙岡 

入来・西原 

入来浜・今田 

小永吉・上草田・中草田 

原園・下草田 

浜田中・浜田後・天昌寺 

川久保・永吉中和田 

新川原 

榎下・永吉ふもと 

梅里下・梅里・七呂・印口・ 

鍋谷・松下 

坊野上・坊野下・高田 

田代野・柱野・山手 

主任児童委員 

主任児童委員 

296－5077 

296－ 2197 

296－ 4677 

245－ 1201 

296－ 4768 

296－ 2161 

297－ 2260 

299－ 3776 

297－ 2147 

297－ 2514 

299－ 3374 

297－ 2116 

 
299－ 3431 

299－ 3244 

299－ 3143 

296－ 2638 

296－ 2587

電話番号 氏　　名 担  当  区  域 



40歳～74歳 

日置市 
国保の方へ 
4月から 

　特定健診は、内臓脂肪型肥満に着目した『メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）』の概念を取り
入れ、運動・栄養・喫煙などの生活習慣の乱れから起こる糖尿病等の『生活習慣病』の改善・予防に若い
世代から取り組むことを目的に、平成20年４月から実施されます。 
　特定保健指導は、特定健診で抽出した対象者に対して、内臓脂肪型肥満を改善するための専門的な保健
指導を行うことにより、対象者が自らの生活習慣・健康管理における問題点を認識し、行動に変化を促し、
健康的な生活を送れるよう『生活習慣病の改善・予防』を目的とするものです。 

●新しい健診制度では、市町村の国民健康保険や健康保険組合、共済組合と
いった『※医療保険者』に対して、健診・保健指導の実施と健診データの
管理が義務化されました。 

●これにより、日置市の国民健康保険の加入者と生活保護の方は『日置市』が、
事業所等の社会保険加入者は、その医療保険者が責任を持って健診・保健
指導を行うことになります。 
※医療保険者とは・・・市町村国民健康保険、健康保険組合、共済組合、政府
管掌保険組合などを指します。 

　（保険証に記載されている医療保険者をご確認ください。） 

◎医療保険者が、健診・保健指導の実施主体になります !

●新しい健診制度では、対象者が 40歳～74歳の方に変わります。 
　日置市では、若い世代からの予防のため、30歳、35歳の節目健診も同時に実施します。 
●30、35歳、40歳～64歳の方は『特定健診（生活習慣病予防健診）』として実施します。 
　65歳～74歳の方は、特定健診と合わせて『お達者健診（介護予防健診・生活機能評価）』も同時に実施します。 
●内科疾患（高血圧、脂質異常、糖尿病、心臓病、脳梗塞など）により、医療機関で通院・治療中の方は健診の対
象者にはなりません。 

◎従来の基本健診から ⇒ 特定健診・お達者健診へ変わります !

●健診の結果に応じて３段階に分けて、生活習慣改善の支援を行います。 

◎健診・保健指導のポイント ! ⇒ 生活習慣の改善支援が受けられます !

医療保険者のことです !

【詳細についてのお問い合わせ先（担当窓口）】 
本　　庁　健康保険課　国保老人保健係（内線1132）　東市来支所　保健福祉課　国保老人保健係（内線2133） 
日吉支所　保健福祉課　国保老人保健係（内線3133）　吹上支所　　保健福祉課　国保老人保健係（内線4133） 

　
現
在
の
吹
上
町
永
吉
地
区
体
育
館

内
に
あ
る
永
吉
出
張
所
は
、
平
成
二

十
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
約
百
二
十

年
の
歴
史
に
幕
が
下
ろ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
合
併
前
の
永
吉
村
時
代
に
は
そ
の

行
政
の
中
心
で
あ
る
永
吉
村
役
場
と

し
て
、
ま
た
吹
上
町
時
代
お
よ
び
日

置
市
合
併
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
永
吉
支

所
、
永
吉
出
張
所
と
し
て
、
主
に
永

吉
・
坊
野
地
区
住
民
の
方
々
を
対
象

に
そ
の
役
目
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
日
置
市
合
併
の
際
の
協
定

項
目
に
、「（
前
略
）
な
お
、
吹
上
町

の
永
吉
支
所
は
出
張
所
と
し
、
合
併

後
三
年
以
内
に
廃
止
し
ま
す
」
と
確

認
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
廃
止
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
行
政
の
効
率
性
追
及
な
ど
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
在
、
そ
の

方
向
性
と
も
合
致
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
の
十
一
月
永
吉
・
坊
野
両

地
区
の
住
民
の
方
々
を
対
象
に
そ
れ

ぞ
れ
説
明
会
を
行
い
、
去
る
十
二
月

議
会
で
出
張
所
廃
止
条
例
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

　
出
張
所
廃
止
に
際
し
、
こ
れ
ま
で

出
張
所
で
取
り
扱
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
事
務
は
、
ほ
と
ん
ど
が
吹
上
支
所

で
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
や
納
税

証
明
書
な
ど
は
、
昨
年
度
整
備
し
た

光
ケ
ー
ブ
ル
施
設
を
利
用
し
て
、
永

吉
郵
便
局
窓
口
で
交
付
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
現
在
準
備
中
で
あ
り
ま
す
。（
坊

野
地
区
公
民
館
で
は
す
で
に
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
） 

　
高
齢
者
叙
勲
は
、
国
家
ま
た
は
公

共
の
た
め
に
功
労
の
あ
っ
た
方
の
う

ち
、
八
十
八
歳
に
な
ら
れ
た
方
に
授

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

　
地
頭
所
忠
雄
さ
ん
は
、
昭
和
四
十

六
年
に
吹
上
町
議
会
議
員
に
初
当
選

以
来
、
平
成
三
年
ま
で
連
続
五
期
二

十
年
に
わ
た
り
在
職
。
同
議
会
副
議

長
な
ど
を
歴
任
し
、
町
勢
の
発
展
と

住
民
の
福
祉
向
上
、
町
議
会
の
健
全

な
発
展
と
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
、
一
月
二
十
二
日
に
は
、

市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ご
功
労
・
ご
功
績
に
対
し
、
心
か

ら
敬
意
を
表
し
、
晴
れ
の
受
章
を
お

喜
び
い
た
し
ま
す
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
行

政
情
報
や
市
内
各
地
域
で
の
イ
ベ
ン

ト
・
行
事
な
ど
の
お
知
ら
せ
と
し
て
、

「
広
報
ひ
お
き
」（
毎
月
一
回
）
と
「
広

報
ひ
お
き
お
知
ら
せ
版
」（
毎
月
二
回
）

を
発
行
し
、
自
治
会
を
通
じ
て
各
世

帯
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
外
在
住
の
郷
土
出
身
者

な
ど
で
、「
広
報
ひ
お
き
」
年
間
購

読
（
毎
月
一
回
発
送
）
を
ご
希
望
の

方
に
は
、
有
料
に
よ
る
発
送
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い
の
方

へ
の
ふ
る
さ
と
の
便
り
と
し
て
も
ご

利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

　「
広
報
ひ
お
き
」
の
年
間
購
読
を

ご
希
望
の
場
合
は
、
企
画
課
広
報
統

計
係
（
内
線
一
二
六
二
）
ま
た
は
各

支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

  

【
年
間
購
読
料
】　
二
千
円 

　
平
成
二
十
年
度
分
は
、
平
成
二
十

年
四
月
号
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月

号
ま
で
で
す
。 

　
郵
送
で
の
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、

現
金
書
留
か
郵
便
小
為
替
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

永吉出張所の変遷 

年　月　日 出　　来　　事 備　　考 

明治22年 

昭和30年4月1日 

昭和56年4月1日 

平成17年5月1日 

平成20年3月31日 

市制・市町村制　～　永吉村誕生 

伊作町・永吉村合併　～　吹上町誕生 

永吉支所移転　（～現在地） 

東市来町・伊集院町・日吉町・吹上町合併 
～　日置市誕生 

永吉出張所廃止 

永吉村役場 

永吉支所 

永吉出張所 

地頭所　忠雄さん（吹上町下和田） 

 

平
成
２０
年
度 

『
広
報
ひ
お
き
』 

 

年
間
購
読
者
の 

 

募
集
に
つ
い
て 

国民健康保険被保険者証 



新
春
恒
例
行
事
　
団
地
の
ま
と
ま
り
強
く 

妙
円
寺
団
地
防
火
訓
練
・
守
り
隊
出
初
式
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会 

地
域
の
活
動
が
認
め
ら
れ
表
彰 

　
一
月
二
十
二
日
、
河
川
愛
護
に
功

績
の
あ
っ
た
団
体
と
し
て
日
添
自
治

会
（
吹
上
）
と
池
田
自
治
会
（
伊
集

院
）
が
河
川
愛
護
県
知
事
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。 

　
両
自
治
会
で
は
、
地
域
内
の
河
川

の
草
払
い
や
雑
木
除
去
等
の
愛
護
作

業
を
実
施
す
る
な
ど
、
自
主
的
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

民
間
の
知
恵
と
活
力
を
Ｂ
＆
Ｇ
へ
！ 

み
ぞ
れ
吹
き
飛
ぶ 

　
　
初
打
ち
鼓
動 

日
置
市
Ｂ
＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー
指
定
通
知
書
交
付
式 

　
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
日
置
市
Ｂ

＆
Ｇ
東
市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
に
決
定
し
た
㈱
日
本
水
泳
振

興
会
へ
の
指
定
通
知
書
交
付
式
が
一

月
二
十
五
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
式
で
は
、
宮
路
市
長
が
「
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
た

だ
き
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設

つ
く
り
や
事
業
に
期
待
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
㈱
日
本
水
泳
振
興
会

の
坂
元
副
社
長
は
「
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
市
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
力
強
く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
指
定
期
間
は
平
成
二
十
年
四
月
か

ら
平
成
二
十
三
年
三
月
末
ま
で
の
三

年
間
で
、
約
二
二
〇
〇
万
円
の
コ
ス

ト
削
減
が
図
ら
れ
ま
す
。 

テ
ン
ト
一
式
を
市
に
寄
贈 

東
市
来
町
法
人
会 

　
一
月
二
十
一
日
、
東
市
来
支
所
で
、

東
市
来
町
法
人
会
（
西
ノ
園
純
男
会

長
）
か
ら
日
置
市
教
育
委
員
会
へ
、

イ
ベ
ン
ト
テ
ン
ト
一
式
の
寄
附
採
納

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
十
二
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
、

社
団
法
人
串
木
野
日
置
法
人
会
「
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
に

よ
り
集
ま
っ
た
募
金
で
、
イ
ベ
ン
ト

用
の
テ
ン
ト
を
作
成
。
東
市
来
地
域

内
の
学
校
で
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
。 

　
当
日
は
、
西
ノ
園
会
長
か
ら
の
贈

呈
に
対
し
、
田
代
教
育
長
、
住
吉
東

市
来
支
所
長
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
学
校
で
の
教
育
活
動
に

有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　「
新
年
の
幕
開
け
を
威
勢
の
い
い

太
鼓
の
鼓
動
で
」。
吹
上
の
元
旦
恒

例
行
事
と
な
っ
た
吹
上
青
松
太
鼓
の

新
春
初
打
ち
が
一
月
一
日
、
吹
上
町

永
吉
の
久
多
島
神
社
境
内
で
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
元
旦
は
こ
の
冬
一
番
の
寒
気
が
流

れ
込
み
、
夜
半
か
ら
強
風
と
み
ぞ
れ

混
じ
り
の
荒
天
。
そ
れ
で
も
、
あ
い

に
く
の
天
候
に
関
わ
ら
ず
、
五
十
人

を
超
え
る
参
拝
者
が
、
初
詣
を
兼
ね

て
境
内
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

　
心
配
げ
に
見
守
る
中
、
演
奏
開
始
。

か
じ
か
む
冷
た
さ
を
も
ろ
と
も
せ
ず
、

懸
命
に
バ
チ
を
振
る
打
ち
手
の
熱
気

で
、
い
つ
し
か
み
ぞ
れ
も
止
み
ま
し

た
。「
情
熱
の
年
に
せ
ん
と
い
か
ん
」。

訪
れ
た
一
人
は
熱
い
演
奏
に
刺
激
さ

れ
、
そ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
一
月
二
十
七
日
、
妙
円
寺
中
央
公

園
（
伊
集
院
）
で
妙
円
寺
団
地
防
火

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
防
火
訓
練
は
、
住
宅
が
密
集
し
て

い
る
妙
円
寺
団
地
で
日
ご
ろ
か
ら
の

防
火
意
識
を
高
め
、
初
期
消
火
の
知

識
と
技
術
を
習
得
し
、
万
一
の
災
害

発
生
に
備
え
よ
う
と
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
。 

　
訓
練
で
は
、
市
消
防
本
部
職
員
が

防
火
に
関
す
る
講
話
を
行
い
、
消
火

器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
説
明
。
そ

の
後
、
参
加
者
は
実
際
に
消
火
器
を

使
用
し
て
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

　
防
火
訓
練
に
引
き
続
き
「
守
り
隊
」

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
自
分

た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
ろ

う
」
と
平
成
十
六
年
に
発
足
し
、
団

地
内
の
防
犯
、
安
全
確
保
を
支
え
て

い
る
「
守
り
隊
」。
出
初
式
で
は
、「
守

り
隊
」
の
黄
色
い
帽
子
を
着
用
し
た

隊
員
が
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
り

「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」
と
掛
け
声
を
か
け
、

今
年
一
年
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。 

　
最
後
に
行
わ
れ
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
で
は
、
団
地
内
の
小
中
学
生
が
妙

円
寺
中
央
公
園
お
よ
び
団
地
周
回
コ

ー
ス
を
走
り
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。 

今
年
も
み
ん
な
で
元
気
に 平

迫
比
良
自
治
会
鬼
火
た
き 

　
一
月
五
日
、
東
市
来
地
域
平
迫
比

良
自
治
会
内
の
田
ん
ぼ
で
、
無
病
息

災
を
祈
願
し
て
の
鬼
火
た
き
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
自
治
会
行
事
と
し
て
昭
和
五
十
六

年
に
復
活
し
、
今
年
で
二
十
八
年
目

に
な
り
ま
す
。
朝
八
時
半
よ
り
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一
丸
と
な

っ
て
準
備
し
た
結
果
、
立
派
な
も
の

が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
火
付
け
は
午
後
六
時
か
ら
で
、
今

年
の
火
付
け
役
（
七
草
）
の
勝
目
加

奈
子
ち
ゃ
ん
と
山
下
純
奈
ち
ゃ
ん
が

火
を
付
け
る
と
勢
い
よ
く
炎
が
広
が

り
、
自
治
会
の
参
加
者
百
人
か
ら
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

　
火
に
あ
た
っ
て
い
る
間
、
お
菓
子

や
焼
酎
等
が
振
る
舞
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
よ
っ
た
も
ち
を
あ
ぶ
り
な
が

ら
、
こ
こ
ろ
も
体
も
温
ま
り
、
無
病

息
災
祈
願
は
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

寒
風
に
燃
え
盛
る
鬼
火 

上
田
尻
鬼
火
た
き 

▲消火器を使った消火訓練 

▲ジョギング大会 

▲竹ンポッポで焼酎を楽しむ参加者 

▲目録を贈呈する西ノ園会長（写真右） 

４
中
学
校
に
テ
ン
ト
を
寄
贈 

日
置
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

　
日
置
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ

り
結
成
十
周
年
を
記
念
し
て
日
置
市

内
の
四
中
学
校
に
テ
ン
ト
の
寄
贈
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
伊
集
院
中
学
校
、
伊
集
院
北
中
学

校
、
土
橋
中
学
校
、
日
吉
中
学
校
に

贈
ら
れ
た
テ
ン
ト
は
、
早
速
学
校
行

事
等
で
使
わ
れ
、
学
校
と
し
て
は
大

変
あ
り
が
た
い
贈
り
物
に
な
り
、
今

後
の
教
育
活
動
に
大
切
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

▲守り隊出初式 

　
一
年
の
災
厄
を
は
ら
う
鬼
火
た
き

が
、
今
年
も
各
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
に
復
活
し
て
以
来
、

上
田
尻
自
治
会
（
吹
上
）
で
は
一
月

七
日
、
船
木
神
社
近
く
の
農
道
で
あ

り
ま
し
た
。 

　「
日
置
市
も
三
周
年
を
迎
え
、
一

層
の
飛
躍
を
と
願
い
を
込
め
た
」
や

ぐ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
大
級
の
高

さ
お
よ
そ
十
八
㍍
。
前
日
か
ら
二
十

人
ほ
ど
で
準
備
し
ま
し
た
。 

　
夕
暮
れ
が
近
づ
く
と
、
自
治
会
員

ら
が
集
ま
り
ま
す
。
太
い
孟
宗
竹
組

み
の
や
ぐ
ら
は
、
家
々
の
正
月
飾
り

で
彩
ら
れ
ま
し
た
。 

　
寺
園
不
可
止
さ
ん
ら
、
集
落
の
年

男
、
年
女
四
人
が
松
明
か
ら
点
火
。

無
風
だ
っ
た
田
ん
ぼ
に
風
が
吹
き
始

め
、
一
気
に
赤
い
炎
が
燃
え
盛
り
、

「
パ
ー
ン
」
と
竹
の
は
じ
け
る
音

が
山
々
に
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
炎
に
照
ら
さ
れ
な

が
ら
「
ア
ワ
ン
ナ
ッ
ト
ウ
」
や
「
竹

ン
ポ
ッ
ポ
焼
酎
」
片
手
に
一
年

の
無
病
息
災
を
祈
り
、
持
ち
寄

っ
た
餅
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。 

河　川 
愛　護 

青松太鼓 
新春初打ち 



韓
国
に
家
族
が
で
き
ま
し
た 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入 

薩
摩
の
心
を
学
び
つ
つ 

「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」
カ
ル
タ
取
り
大
会 

　
日
新
公
顕
彰
会
（
池
上
耕
成
会
長
）

が
主
催
し
て
、「
日
新
公
い
ろ
は
歌
」

カ
ル
タ
取
り
大
会
が
十
二
月
十
二
日
、

国
民
宿
舎
吹
上
砂
丘
荘
で
あ
り
ま
し

た
。 

　
大
会
は
、
伊
作
城
で
生
ま
れ
育
っ

た
島
津
中
興
の
祖
、
島
津
忠
良
公
（
の

ち
に
日
新
公
）
が
残
し
た
「
日
新
公

い
ろ
は
歌
」
に
触
れ
、
学
ぼ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
、
吹
上
地
域
内
の
小

学
生
四
十
六
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
年
で
三
回
目
を
迎
え
た
大
会
に

臨
む
児
童
の
手
さ
ば
き
も
年
々
向
上
。

詠
み
人
の
語
を
聞
き
も
ら
す
ま
い
と

緊
迫
し
た
空
気
を
突
き
破
る
よ
う
に
、

最
初
の
一
字
で
、
札
に
手
が
飛
ん
で

い
き
ま
し
た
。 

　
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年
の
部

に
分
け
て
優
勝
が
競
わ
れ
、
白
熱
し

た
戦
い
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
各
部

の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。 

■
低
学
年
の
部
…
田
口
永
美
夏
（
和

田
小
二
年
）
■
中
学
年
の
部
…
下
園

敏
晃
（
和
田
小
四
年
）
■
高
学
年
の

部
…
坊
野
春
佳
（
永
吉
小
六
年
） 

親
と
し
て
学
び
あ
い
ま
し
た 

吹
上
地
域
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
発
表
会 

　「
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
生
き
て

い
く
子
ど
も
を
育
て
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」
を
研
究
主

題
に
、
平
成
十
九
年
度
吹
上
地
域
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
研
究
発
表
会
が
一
月
二
十

六
日
、
吹
上
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
発
表
会
は
、
吹
上
地
域
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
会
が
主
催
し
、
加
盟
す
る
四
つ
の

小
学
校
と
吹
上
中
、
吹
上
高
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
、
お
よ
そ
二
百
人
の
会
員
が
参

加
。
家
庭
の
教
育
力
や
ノ
ー
テ
レ
ビ

デ
イ
、
食
育
な
ど
、
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

学
校
や
地
域
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ

研
究
事
例
の
発
表
や
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
「
今
、
子
ど
も
に
親
と
し
て

で
き
る
こ
と
」
と
題
し
て
、
親
業
訓

練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
有

馬
ま
ゆ
美
さ
ん
が
講
演
。「
聞
く
こ
と
、

話
す
こ
と
、
対
立
を
解
く
こ
と
が
親

子
の
対
話
の
鍵
。
子
ど
も
を
一
人
の

個
人
と
し
て
尊
重
し
て
く
だ
さ
い
」

と
示
唆
を
与
え
ま
し
た
。 

　
一
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
八

日
間
、
韓
国
の
ユ
ン
・
ウ
ジ
ョ
ン
さ

ん
が
安
廣
さ
ん
（
吹
上
）
宅
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
韓
国
と
福
岡
に
あ
る
国
際

交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
る
二
団
体

が
企
画
し
た
も
の
で
、
韓
国
か
ら
四

十
二
人
が
九
州
各
地
に
家
族
の
一
員

と
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
生
活
文

化
や
日
本
語
を
理
解
、
習
得
す
る
こ

と
が
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
。 

　
観
光
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
な
い

日
常
を
体
験
し
た
ユ
ン
さ
ん
は
「
優

し
い
家
族
と
過
ご
せ
て
良
か
っ
た
。

ま
た
戻
っ
て
来
ま
す
」
と
、
受
入
家

庭
の
安
廣
久
美
子
さ
ん
は
「
来
て
す

ぐ
に
娘
と
も
打
ち
解
け
て
、
近
所
の

子
が
家
に
い
た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
」

と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
振
り
返
り
ま
し

た
。 

家
庭
で
味
わ
え
る
本
格
キ
ム
チ 

第
四
回
世
界
味
の
旅
＆
キ
ム
チ
作
り
講
座 

　
伊
作
田
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
東

市
来
）
で
、
一
月
十
九
日
と
二
十
日

の
二
日
間
、「
第
四
回
世
界
味
の
旅

と
講
座
」
で
キ
ム
チ
作
り
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
十
四
人
と
十
六
人
が
参
加

し
ま
し
た
。 

　
日
本
の
食
卓
で
も
す
っ
か
り
お
な

じ
み
に
な
っ
た
キ
ム
チ
。
講
師
の
市

国
際
交
流
員
金
信
愛
さ
ん
は
「
キ
ム

チ
は
辛
い
だ
け
で
は
な
く
、
ビ
タ
ミ

ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
乳
酸
菌
も
豊
富
な

健
康
食
品
で
す
。
日
本
の
も
の
と
味

が
違
う
の
は
自
然
発
酵
さ
せ
て
作
る

か
ら
」
と
紹
介
。 

　
水
抜
き
し
た
白
菜
に
粉
唐
辛
子
や

イ
カ
の
塩
辛
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
を
ペ

ー
ス
ト
状
に
し
た
ヤ
ン
ニ
ョ
ム
と
呼

ば
れ
る
タ
レ
と
絡
ま
せ
、
完
成
。 

　
昨
年
も
参
加
し
た
中
武
裕
子
さ
ん

（
伊
集
院
）
は
「
家
で
も
何
回
か
作

り
ま
し
た
が
、
唐
辛
子
で
全
然
味
が

違
う
」
と
金
さ
ん
に
唐
辛
子
を
取
り

寄
せ
て
も
ら
う
ほ
ど
。
家
庭
で
の
キ

ム
チ
漬
け
が
定
着
し
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。 

あ
ま
〜
い
イ
チ
ゴ
は
い
か
が
？ 

い
ち
ご
観
光
農
園
オ
ー
プ
ン 

▲ステイ先で受入家族と談笑するユンさん（写真中央） 

お
誕
生
日 

　
　
　お
め
で
と
う 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

　
十
二
月
十
四
日
、
日
吉
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
利
用
者
の
お
誕
生

会
が
行
わ
れ
、
日
置
小
学
校
附
属
幼

稚
園
の
園
児
が
お
遊
戯
や
劇
を
披
露

し
ま
し
た
。
　 

　
幼
稚
園
児
の
元
気
な
姿
に
利
用
者

の
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

▲永山在兼氏の墓参り 

▲平松農園でポンカン狩り ▲東市来中での合同授業 

マ
イ
ナ
ス
20
度
！ 

       

冬
の
北
海
道
か
ら
中
学
生
ら
が
来
市 

弟
子
屈
町
中
学
生
交
流
派
遣
団 

　
一
月
八
日
か
ら
一
月
十
一
日
ま
で

の
四
日
間
、
北
海
道
弟
子
屈
町
中
学

生
交
流
派
遣
団
十
五
人
（
三
日
市
守

団
長
、
弟
子
屈
中
七
人
、
川
湯
中
四

人
、
引
率
三
人
）
の
一
行
が
日
置
市

を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
し

な
が
ら
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
旧
東
市
来
町
出
身
の
土

木
技
師
永
山
在
兼
氏
の
阿
寒
横
断
道

路
建
設
に
お
け
る
功
績
に
よ
り
昭
和

五
十
八
年
、
旧
東
市
来
町
と
弟
子
屈

町
が
姉
妹
町
盟
約
を
締
結
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
交
流
事
業
は
、
平
成

二
年
か
ら
隔
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今

日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

年
度
は
八
月
に
日
置
市
か
ら
弟
子
屈

町
に
訪
問
す
る
予
定
で
す
。 

　
派
遣
団
の
皆
さ
ん
は
、
東
市
来
中

学
校
と
上
市
来
中
学
校
で
の
交
流
授

業
や
合
同
給
食
で
の
意
見
交
換
を
は

じ
め
、
農
園
で
の
ポ
ン
カ
ン
狩
り
や

薩
摩
焼
体
験
等
を
行
い
ま
し
た
。 

　
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
の
弟
子
屈
町
か

ら
、
二
十
度
の
暖
冬
日
置
市
へ
き
た

皆
さ
ん
は
、「
暑
い
、
暑
い
」
を
連

呼
し
て
い
ま
し
た
。 

　
一
月
五
日
、
片
平
農
園
で
い
ち
ご

観
光
農
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
イ
チ
ゴ
の
日
に
ち
な
み
、
毎
年
こ

の
日
に
行
わ
れ
、
宮
路
高
光
市
長
や

ふ
る
さ
と
学
園
の
生
徒
ら
に
よ
っ
て
、

イ
チ
ゴ
の
形
を
し
た
ク
ス
玉
を
割
り
、

開
園
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
片
平
さ
ん
は
「
今
年
で
、
開
園
十

四
年
目
に
な
り
、
毎
年
多
く
の
人
に

来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

病
害
虫
の
発
生
で
、
イ
チ
ゴ
農
家
に

と
っ
て
大
変
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
安
全
で
美
味
し
い
イ
チ
ゴ
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
多
く
の
人
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
大
き
な
イ
チ
ゴ
で
乾
杯
し
た
後
、

甘
い
香
り
に
包
ま
れ
た
ハ
ウ
ス
内
で

真
っ
赤
に
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
を
思
い

思
い
に
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
学
園
の
生
徒
は
、
赤
く
大
き

く
熟
れ
た
イ
チ
ゴ
を
パ
ッ
ク
い
っ
ぱ

い
に
摘
み
取
り
、
家
族
へ
の
お
土
産

と
し
て
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。 

　
観
光
農
園
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

片
平
農
園
　
二
七
四
―
六
一
八
三 

開
園
時
期
　
五
月
末
ま
で 

開
園
時
間
　
午
前
十
時
〜
午
後
五
時 

て
し
か
が 

イ
チ
　
　
ゴ 



み
ん
な
で
一
緒
に〝
ぺ
っ
た
ん
こ
〞 

　
　
　
　
　
　
　
　心
繋
が
る
三
世
代
交
流 

妙
円
寺
保
育
園
も
ち
つ
き
大
会 

特
産
品
で
韓
国
プ
ロ
球
団
を
歓
迎 

 

目まぐるしい攻防を展開 

韓
国
ロ
ッ
テ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
歓
迎
会 

　
一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月
二
十
九

日
ま
で
日
置
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、

湯
之
元
球
場
（
東
市
来
）
や
伊
集
院

球
場
で
調
整
す
る
韓
国
プ
ロ
野
球
ロ

ッ
テ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
歓
迎
会
が
一

月
二
十
八
日
、
こ
け
け
ド
ー
ム
（
東

市
来
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
釜
山
に
本
拠
地
を
置
き
、
日
本
プ

ロ
野
球
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と

兄
弟
球
団
で
あ
る
同
球
団
。
歓
迎
会

で
は
花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
宮
路
市
長

が
「
暖
か
い
気
候
の
中
、
精
一
杯
練

習
に
励
ん
で
い
た
だ
き
、
ま
た
練
習

後
は
当
地
自
慢
の
温
泉
で
ゆ
っ
く
り

と
疲
れ
を
癒
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
。
そ
の
後
、
市
長
、
東
市
来
観
光

協
会
長
が
地
域
特
産
品
の
ポ
ン
カ
ン

と
イ
チ
ゴ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
応
え
て
同
球
団
ジ
ェ
リ
ー
・

ロ
イ
ス
タ
ー
監
督
は
「
地
域
の
特
産

品
や
温
泉
で
力
を
つ
け
、
市
民
の
歓

迎
と
期
待
に
沿
う
よ
う
な
結
果
を
出

し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
日
置
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
韓
国

ロ
ッ
テ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

女
性
の
熱
き
戦
い
　
日
置
チ
ー
ム
は
第
三
位 

第
二
十
一
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会 

　
一
月
二
十
七
日
、
早
春
の
霧
島
市

（
国
分
・
隼
人
）
で
第
二
十
一
回
鹿

児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
六
区
間
の
コ
ー
ス
を
タ
ス
キ
で
つ

な
ぐ
こ
の
大
会
に
は
、
県
内
十
二
地

区
が
出
場
し
、
女
性
の
熱
き
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
置
チ
ー

ム
は
、
一
区
柴
田
が
ト
ッ
プ
と
二
秒

差
の
区
間
二
位
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、

三
区
ま
で
は
流
れ
に
乗
っ
て
好
走
。

そ
の
後
、
四
位
ま
で
順
位
を
下
げ
ま

し
た
が
、
六
区
茶
園
が
区
間
ト
ッ
プ

の
走
り
を
見
せ
第
三
位
で
ゴ
ー
ル
。

選
手
は
全
員
全
力
を
尽
く
し
、
前
大

会
と
同
じ
く
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
日
置
チ
ー
ム
の
タ
イ
ム
は

前
大
会
よ
り
１９
秒
短
縮
し
、
１
時
間

１２
分
５４
秒
。
こ
の
結
果
は
日
置
チ
ー

ム
に
と
っ
て
今
ま
で
で
一
番
の
好
タ

イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

出
走
選
手
（
敬
称
略
） 

一
区
　
柴
田
　
彩
香
　
　
区
間
二
位 

二
区
　
岡
元
　
祐
子
　
　
区
間
三
位 

三
区
　
松
下
真
莉
亜
　
　
区
間
七
位 

四
区
　
後
潟
華
奈
子
　
　
区
間
九
位 

五
区
　
今
村
　
佑
美
　
　
区
間
四
位 

六
区
　
茶
園
美
紗
子
　
　
区
間
一
位 

球
春
到
来
。
吹
上
浜
公
園 

　
吹
上
浜
公
園
に
球
春
を
呼
ぶ
四
地

区
交
流
新
春
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
一
月
十
四
日
、

同
公
園
野
球
場
な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
旧
吹
上
町
と
旧
加
世
田

市
と
の
交
流
戦
が
き
っ
か
け
と
な
り

開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
。
今

年
は
日
置
を
は
じ
め
、
鹿
児
島
、
川

辺
、
指
宿
、
川
薩
の
五
地
区
か
ら
三

十
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
早
春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
時
折

冷
た
い
北
風
が
吹
き
抜
け
ま
す
が
、

ま
だ
、
茶
色
い
芝
生
の
上
で
選
手
は

は
つ
ら
つ
と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
か
ら
は
永
吉
と
伊
作
が

出
場
、
強
豪
チ
ー
ム
と
互
角
に
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
伊
作
ス
ポ
少
が
三
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。 

　「
第
十
一
回
Ｆ
カ
ッ
プ
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
」
が
一
月
二
十
日
、
吹
上
浜

公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
県
内
各
地
か
ら
二
十
四
チ

ー
ム
が
出
場
、
巧
み
な
足
技
で
目
ま

ぐ
る
し
い
攻
防
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
南
米
や
欧
州
で

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で

も
サ
ッ
カ
ー
人
口
の
増
大
と
と
も
に

競
技
人
口
が
増
え
、
鹿
児
島
県
に
も

フ
ッ
ト
サ
ル
連
盟
が
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
専
用
の
ボ
ー
ル
は
、
バ
ウ
ン
ド
し

に
く
い
構
造
で
、
そ
れ
だ
け
ボ
ー
ル

を
扱
う
技
術
が
必
要
。
十
分
ハ
ー
フ

と
は
い
え
、
少
し
の
油
断
で
攻
守
が

反
転
、
ゴ
ー
ル
を
揺
ら
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。 

　
十
一
回
目
の
今
回
は
、
県
リ
ー
グ

の
上
位
チ
ー
ム
も
参
戦
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ゴ

ー
ル
前
の
妙
技
に
は
思
わ
ず
見
と
れ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
十
二
月
六
日
、
妙
円
寺
保
育
園
（
伊

集
院
）
で
、
園
児
と
父
母
、
祖
父
母

が
参
加
す
る
三
世
代
交
流
も
ち
つ
き

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
、
園
児
ら
は
蒸
し
た
も
ち
米

を
杵
と
臼
で
つ
き
、
つ
き
あ
が
っ
た

も
ち
を
丸
め
る
全
工
程
を
体
験
。
も

ち
つ
き
を
初
め
て
体
験
す
る
園
児
も

多
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
手
取
り
足
取
り
教
わ
り
な
が

ら
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
と
楽

し
そ
う
に
も
ち
を
つ
き
、
丸
め
て
い

き
ま
し
た
。 

　
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
も
ち
を
つ
い

た
木
戸
翔
太
く
ん
は
「
楽
し
か
っ
た
。

温
か
い
お
も
ち
を
丸
め
る
の
は
初
め
て
」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
は
み
ん
な
で
会
食
。
で
き
あ

が
っ
た
白
も
ち
、
あ
ん
こ
も
ち
、
芋

も
ち
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
る
園

児
ら
を
見
て
、
保
護
者
も
う
れ
し
そ

う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。 

地
域
が
学
び
の
場 

          

５
年
生
９
人
が
も
ち
つ
き
体
験 

土
橋
小
学
校
「
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
活
動
」 

　
土
橋
小
学
校
（
伊
集
院
）
の
五
年

生
九
人
が
「
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
活

動
」
授
業
の
一
環
で
校
区
内
の
高
齢

者
と
と
も
に
も
ち
米
の
田
植
え
か
ら

稲
刈
り
、
脱
穀
、
精
米
な
ど
を
通
し

た
地
域
密
着
型
の
学
習
を
行
い
、
十

二
月
十
三
日
、
同
校
で
収
穫
し
た
も

ち
米
を
使
っ
た
も
ち
つ
き
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
全
校
生
徒
五
十
五
人
と
土

橋
幼
稚
園
児
十
九
人
、
保
護
者
や
校

区
内
の
高
齢
者
が
参
加
し
、
蒸
し
た

米
を
杵
と
臼
で
つ
き
、
つ
き
あ
が
っ

た
も
ち
を
丸
め
て
い
き
ま
し
た
。
最

後
は
五
年
生
、
保
護
者
、
高
齢
者
が

そ
ろ
っ
て
会
食
。
つ
き
た
て
の
も
ち

が
入
っ
た
ぜ
ん
ざ
い
を
お
い
し
そ
う

に
食
べ
ま
し
た
。 

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
五
年
生
主
体

の
授
業
と
し
て
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た

も
の
。
昨
年
か
ら
田
ん
ぼ
を
無
償
で

貸
し
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
烏
帽

子
さ
ん
に
は
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

　
翌
日
、
五
年
生
は
チ
ェ
ス
ト
館
前

で
前
日
つ
い
た
も
ち
を
「
交
通
安
全

祈
願
も
ち
」
と
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に

配
布
。
ま
た
、
地
域
内
の
独
居
高
齢

者
へ
も
ち
を
配
布
し
ま
し
た
。 

　
地
域
に
根
ざ
し
た
土
橋
小
の
教
育

と
そ
れ
を
支
援
す
る
地
域
。
活
動
を

続
け
て
き
た
五
年
生
は
、
収
穫
の
喜

び
や
地
域
の
支
援
を
肌
で
感
じ
、
ま

た
一
つ
大
き
く
成
長
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。 

故
郷
の
先
輩
、落
語
で
エ
ー
ル 

吹
上
中
創
立
三
十
周
年
記
念
事
業 

▲小噺を指導する彦いちさん 

チ
ェ
ス
ト
館
前
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
交
通
安
全 

祈
願
も
ち
」
を
配
布
す
る
児
童 

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
に
旧
吹
上
町

内
四
つ
の
中
学
校
を
統
合
し
て
開
校

し
た
吹
上
中
学
校
。
そ
の
創
立
三
十

周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
一

月
二
十
二
日
、
落
語
家
林
家
彦
い
ち

さ
ん
の
記
念
講
演
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
に
は
同
中
生
徒
や
保
護
者
、

卒
業
生
な
ど
四
百
五
十
人
が
聴
き
入

り
ま
し
た
。 

　
吹
上
出
身
の
彦
い
ち
さ
ん
。「
加

世
田
高
校
ま
で
自
転
車
で
通
っ
た 

〝
逆
不
良
〞
だ
っ
た
」
と
回
想
し
な

が
ら
、「
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
好

奇
心
で
生
き
て
き
た
」
と
自
分
を
全

力
で
ぶ
つ
け
る
大
切
さ
を
説
き
ま
し

た
。 

　
第
二
部
で
は
生
徒
代
表
五
人
に
小

噺
を
即
席
指
導
。
生
徒
は
め
っ
た
に

上
が
れ
な
い
高
座
で
「
隣
の
家
に
囲

い
が
で
き
た
っ
て
ね
」「
か
っ
こ
い
い
」

と
熱
演
。「
す
で
に
師
匠
格
」
と
お

墨
付
き
を
も
ら
う
生
徒
も
。 

　
落
語
で
は
珍
妙
な
親
子
の
縁
日
を

描
い
た
「
初
天
神
」
を
披
露
。
真
打

の
落
語
に
ホ
ー
ル
は
爆
笑
の
渦
。
時

間
が
押
す
の
も
忘
れ
て
「
反
対
俥
」

も
演
じ
、
落
語
で
故
郷
に
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。 

ぐ
る
ま 

▼
 

スポ少 
ソフトボール 
大　会 

Fカップ 
フットサル 
大　会 



　１月 12 日、吹上中央公民館にて平成 19 年度日置市介護予防・健康づくり大会が開催され、約 450 人の市民の参
加とともに盛大に行われました。 
　はじめに、元気な市民づくり運動推進計画書の策定報告や介護保険の現状について市職員から説明が行われた後、
各地域での健康づくり活動発表が行われました。各分野でいきいきと楽しく活動される様子が印象的で、発表者の
方々の笑顔がとても素敵でした。 

　また、運動普及推進員による健康体操や「地域でできる健康づくり～即実践 ! お手軽筋力アップ運動～」と題し、
長野県身体科学研究所の岡田真平先生による講話と筋力アップ運動も行われ介護予防について楽しく学びました。 
　同館ロビーでは、健康づくり運動に関わる食生活改善推進員、精神障害者のハートふれあい教室、いきいきサロ
ンの活動等の展示コーナーや血管年齢判定・足指力計測器の体験コーナーも設けられ、参加者は熱心に会場を見学
されていました。 
　参加された皆さんは、健康づくりの大切さを改めて感じていたようでした。日置市ではこれからも市民の皆さん
と健康づくり運動を推進していきたいと思います。 
　皆さんも「生涯現役で豊かな人生を過ごすために」できることから健康づくりを始めませんか ?

（伊集院地域） 
　「今できること。動ける身体を目指して」チェスト伊集院　船倉祥子氏 

（東市来地域） 
　「いきいきサロン駅前あやめ会の活動について」民生委員　池満久代氏 

（日 吉 地 域） 
　「スポーツダンスで健康づくり介護予防」保健推進員　小嶌信子氏 

（吹 上 地 域） 
　「野首地区で取り組む健康づくり活動について」保健推進員　柳原由美子氏 

  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

永
　
心
和
子
　
　
知
和
　
　
中
川 

  

久
木
山
柊
斗
　
　
功
也
　
　
朝
日
ヶ
丘 

丸
山
　
哲
新
　
　
明
孝
　
　
徳
重
東 

前
田
　
結
衣
　
　
秀
幸
　
　
荒
瀬 

橋
　
　
将
人
　
　
正
彦
　
　
郡
下 

矢
野
　
悠
太
　
　
弘
人
　
　
徳
重
東 

古
園
　
健
心
　
　
正
二
郎
　
妙
円
寺
三
区 

松
野
　
晴
希
　
　
直
人
　
　
郡
下 

内
田
　
裕
人
　
　
裕
啓
　
　
下
神
殿
一
区 

安
部
暖
乃
花
　
　
恭
秀
　
　
妙
円
寺
九
区 

早
瀬
　
　
翔
　
　
道
正
　
　
瀬
戸
内 

　
浦
　
理
緒
　
　
貴
之
　
　
徳
重
東 

　
森
　
陽
多
　
　
泰
仁
　
　
瀬
戸
内 

下
堂
薗
咲
菜
　
　
幸
治
　
　
瀬
戸
内 

小
渕
　
陽
貴
　
　
貴
久
　
　
竹
之
山 

　
村
　
妃
世
　
　
洋
和
　
　
下
方
限 

田
邊
　
柚
樹
　
　
陽
一
　
　
妙
円
寺
七
区 

有
村
　
来
未
　
　
健
吾
　
　
小
城 

井
之
上
　
愛
　
　
桂
介
　
　
朝
日
ヶ
丘 

小
川
　
聖
太
　
　
展
史
　
　
上
神
殿 

 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

楠
元
　
樹
音
　
　
宗
樹
　
　
田
之
湯 

兒
玉
　
大
典
　
　
健
一
　
　
田
之
湯 

中
間
　
将
二
　
　
良
路
　
　
城
之
町 

野
平
　
菜
子
　
　
光
輝
　
　
麓
下 

山
路
　
久
人
　
　
弘
久
　
　
田
之
湯 

戸
島
　
晃
太
　
　
浩
史
　
　
古
市 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

重
　
　
憂
那
　
　
大
輔
　
　
扇
尾 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

原
田
　
海
敏
　
　
敏
信
　
　
緑
ヶ
丘 

黒
葛
　
　
結
　
　
秀
輝
　
　
中
津 

今
原
　
晃
成
　
　
剛
　
　
　
入
来
浜 

小
山
田
彩
海
　
　
誠
　
　
　
上
和
田 

鳥
井
口
蒼
空
　
　
正
明
　
　
緑
ヶ
丘 

小
永
吉
真
輝
　
　
浩
文
　
　
下
田
尻 

森
川
　
陽
成
　
　
賢
二
　
　
原
園 

    

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

有
留
　
勝
代
　
　
56
　
飯
牟
礼
中 

西
原
ユ
キ
エ
　
　
85
　
大
田
中 

児
島
　
弘
子
　
　
70
　
駅
前 

並
松
サ
チ
ヱ
　
　
79
　
飯
牟
礼
上 

弓
場
　
忠
義
　
　
82
　
竹
之
山 

　
村
　
照
二
　
　
80
　
妙
円
寺
二
区 

榎
木
　
大
輔
　
　
32
　
妙
円
寺
九
区 

福
田
ミ
ギ
ヱ
　
　
89
　
中
神
殿 

中
窪
　
佳
子
　
　
62
　
徳
重
東 

末
　
　
直
文
　
　
85
　
郡
下 

坂
元
　
雪
江
　
　
92
　
小
城 

門
松
　
嬉
信
　
　
70
　
向
江
町 

松
下
　
フ
ミ
　
　
91
　
天
神
馬
場 

新
山
　
金
次
　
　
90
　
麦
生
田
西 

山
口
　
昭
已
　
　
78
　
向
江
町 

佐
々
木
ハ
ツ
ヱ
　
90
　
立
野 

米
丸
ハ
ツ
エ
　
　
90
　
野
田 

新
山
紀
志
子
　
　
56
　
麦
生
田
西 

吉
満
三
千
夫
　
　
96
　
中
神
殿 

安
永
　
勝
巳
　
　
85
　
大
田
下 

加
治
屋
も
り
子
　
53
　
平
古 

田
平
　
清
美
　
　
71
　
寺
脇 

福
之
上
有
二
　
　
78
　
下
方
限 

東
　
タ
ツ
ヱ
　
　
88
　
徳
重
東 

吉
丸
ナ
ツ
ヱ
　
　
97
　
野
田 

東
條
　
政
子
　
　
75
　
妙
円
寺
二
区 

野
崎
ア
キ
ヱ
　
　
89
　
銀
天
通 

北
之
園
タ
ミ
子
　
81
　
下
神
殿
二
区 

池
田
　
久
夫
　
　
70
　
池
田 

畠
中
ハ
ツ
ミ
　
　
97
　
下
神
殿
二
区 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

鹿
丸
　
篤
哉
　
　
49
　
中
央 

松
元
　
郁
子
　
　
86
　
美
山
上 

田
丸
　
喜
男
　
　
74
　
荻 

横
枕
　
　
一
　
　
71
　
田
代 

上
床
ス
ミ
ヱ
　
　
91
　
上
伊
作
田 

太
田
　
昭
三
　
　
79
　
麓
下 

横
手
サ
チ
子
　
　
77
　
田
之
湯 

宮
前
　
　
之
　
　
49
　
丸
牧 

田
代
　
孝
俊
　
　
52
　
城
之
町 

畠
中
　
三
郎
　
　
77
　
宮
田 

谷
口
　
慶
造
　
　
86
　
上
伊
作
田 

重
水
　
　
二
　
　
99
　
梅
木 

福
添
サ
チ
子
　
　
82
　
元
伊
作
田 

丸
田
　
ユ
キ
　
　
86
　
南
神
之
川 

北
山
　
政
次
　
　
70
　
北
山 

坂
口
　
正
美
　
　
92
　
光
の
海 

佐
藤
　
楯
夫
　
　
81
　
田
之
湯 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

吉
留
　
壽
一
　
　
67
　
日
置
麓 

山
口
田
鶴
子
　
　
79
　
八
幡 

平
野
　
　
夫
　
　
93
　
日
新 

田
畑
　
光
男
　
　
45
　
熊
野 

　
原
フ
ミ
エ
　
　
93
　
毘
沙
門 

松
原
　
信
雄
　
　
81
　
草
原 

川
窪
　
直
吉
　
　
91
　
八
幡 

南
　
　
良
子
　
　
81
　
南
区 

杉
木
　
タ
ミ
　
　
83
　
草
原 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

宮
内
　
ヨ
シ
　
　
103
　
小
牧 

田
中
　
ナ
カ
　
　
100
　
日
添 

有
馬
　
幸
子
　
　
78
　
亀
原 

相
良
カ
ズ
エ
　
　
97
　
ふ
も
と 

児
玉
　
ヒ
モ
　
　
82
　
永
吉
ふ
も
と 

平
峯
　
政
行
　
　
79
　
下
草
田 

東
條
　
君
子
　
　
91
　
永
吉
中
和
田 

小
山
エ
ミ
子
　
　
70
　
小
牧 

山
口
　
悟
　
　
　
55
　
田
代
野 

月
野
フ
ヂ
エ
　
　
86
　
小
野
馬
場 

寺
原
ミ
ツ
エ
　
　
97
　
下
与
倉 

堂
園
　
キ
イ
　
　
101
　
入
来 

久
保
　
キ
ミ
　
　
92
　
入
来
浜 

竹
之
内
テ
ル
　
　
87
　
多
宝
寺 

常
法
　
初
男
　
　
89
　
浜
田
中 

秋
葉
　
秋
雄
　
　
81
　
下
田
尻 

　
　
キ
ク
エ
　
　
98
　
小
野 

み
　
わ
　
こ
 

  　
　し
ゅ
う
と
 

　
て
っ
し
ん
 

　
　
ゆ
　
い
 

　
ま
さ
と
 

　
　ゆ
う
た
 

　
け
ん
し
ん
 

　
は
る
き
 

　
ひ
ろ
と
 

の
　
の
　
は
 

　
　
　
か
け
る
 

　
　
り
　
お
 

　
ひ
な
た
 

　
　さ
き
な
 

　
は
る
き
 

　
　
ひ
　
よ
 

　
　ゆ
ず
き
 

　
　く
る
み
 

　
　
　
　ち
か
 

　
　し
ょ
う
た
 

   　
　じ
ゅ
　ね
 

　
だ
い
す
け
 

　
し
ょ
う
じ
 

　
　
な
　
こ
 

　
ひ
さ
と
 

　
こ
う
た
 

   　
ゆ
う
な
 

   　
か
い
と
 

　
　
　
ゆ
い
 

　
こ
う
せ
い
 

　
　
あ
　
み
 

　
　
そ
　
ら
 

　
ま
さ
き
 

　
よ
う
せ
い
 

１２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

１
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

▲岡田先生による講演 ▲運動普及推進員による健康体操 

▲各地域での健康づくり活動発表 

▲展示コーナー ▲体験コーナー（血管年齢判定） ▲体験コーナー（足指力計測器） 

介護予防・健康づくり活動発表 

　
平
成
十
年
以
降
、
日
本
の
自
殺
者

数
は
三
万
人
を
超
え
て
お
り
、
自
殺

対
策
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
対
策
と
し
て
、
厚
生
労
働
科

学
研
究
費
補
助
金
こ
こ
ろ
の
健
康
科

学
研
究
事
業
戦
略
研
究
「
複
合
的
自

殺
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
自
殺
企
図
予

防
効
果
に
関
す
る
地
域
介
入
試
験
（
Ｎ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
‐
Ｊ
）」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
本
市
も
協
力
自
治
体
で
す
）

こ
の
事
業
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
、
啓
発
活
動
、
相
談
体
制
整
備
、

こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
自
死
遺

族
支
援
な
ど
総
合
的
に
実
施
し
、
行

政
や
医
療
、
関
連
機
関
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
方
が
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
全
体
で
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

等
自
殺
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
本
事
業
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

【
地
域
責
任
者
】 

慶
應
義
塾
大
学 

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
教
授
　 大

野
　
裕 

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

伊
集
院
保
健
所
　 

二
七
三
―
三
一
一
一
（
内
線
二
一
一
） 

地
域
に
お
け
る 

自
殺
対
策
へ
の
ご
協
力
を 

～若いころから地域で取り組む元気な市民づくり運動～ 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

赤坂　美胡ちゃん（８か月） 

父　仁志さん　母　亜古さん 
（吹上町中之里） 

　おしゃべりが大好きで、誰とでも話
をする美胡ちゃん。たくさん食べて大
きく成長してね。 

■おかあさんから 

　み　こ 

有村　颯晟くん（１歳２か月） 

父　俊彦さん　母　吏美さん 
（吹上町中之里） 

　お父さんと一緒にお風呂に入るの
が好きな颯晟くん。素直でたくましい
子に育ってほしいです。 

■おかあさんから 

そうじょう 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

　
東
市
来
地
域
で
徳
永
電
機
㈱
を
営
む
　
永
匡
是
さ
ん
。
昭
和
三
十
五
年
に
消
防
団
に
入

団
し
、
現
在
は
東
市
来
方
面
団
湯
田
分
団
の
副
分
団
長
を
務
め
て
い
ま
す
。
　
永
さ
ん
は

こ
の
度
、「
消
防
ホ
ー
ス
巻
取
機
（
ら
く
ま
き
君
）」
を
開
発
し
、
平
成
十
八
年
九
月
、
日

本
国
特
許
庁
の
実
用
新
案
権
に
登
録
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
二
月
十
三
日
、
消
防
庁

長
官
表
彰
（
奨
励
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
若
い
頃
か
ら
消
防
団
活
動
に
従
事
す
る
中
で
消
防
ホ
ー
ス
の
収
納
に
大
変
な
労
力
を
使

っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
　
永
さ
ん
は
約
二
十
年
前
、「
消
防
ホ
ー
ス
手
巻
機
」
を
開
発
。

当
時
、
こ
の
手
巻
機
が
ほ
か
の
団
員
に
も
好
評
で
し
た
が
、
ホ
ー
ス
が
引
き
ず
ら
れ
て
消

耗
す
る
の
で
、
別
の
巻
き
上
げ
方
法
は
な
い
か
と
思
案
。
今
ま
で
の
経
験
と
技
術
を
生
か

し
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
鉄
製
の
「
消
防
ホ
ー
ス
巻
取
機
」
を
試
作
完
成
さ
せ
、
実
用
新

案
権
に
登
録
し
た
も
の
で
す
。「
こ
の
開
発
で
団
員
の
負
担
も
ホ
ー
ス
の
傷
み
も
軽
減
さ
れ

ま
し
た
」
と
笑
う
　
永
さ
ん
。
実
用
新
案
権
登
録
後
も
鉄
製
で
重
い
試
作
機
を
ア
ル
ミ
製

に
し
て
軽
量
化
、
巻
き
上
げ
た
三
本
の
ホ
ー
ス
を
収
納
で
き
る
か
ご
を
取
り
付
け
る
な
ど

改
良
を
加
え
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
ほ
か
、
様
々
な
分
野
で
製
品
の
開
発
・
改
良
を
考
え
て
い
る
　
永
さ
ん
。「
仕
事
の

合
間
に
試
作
品
を
作
る
日
々
。
こ
の
巻
取
機
は
全
て
手
づ
く
り
で
時
間
も
か
か
り
ま
し
た

が
、
自
分
の
考
え
て
い
る
通
り
に
完
成
し
、
団
員
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

湯
田
分
団
と
一
部
地
域
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
市
内
外
の
た
く
さ
ん
の
人

に
こ
の
巻
取
機
の
効
果
を
実
感
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」 

　永　匡是さん〔72歳〕 
東市来町湯田（駅前自治会） 

とく なが　　　 ま さ し 
　日吉地域と伊集院地域の境界近くの毘沙門自治会に、

「毘沙門天王」の文字が刻まれた石碑が建っています。
この石碑は、伊集院の一宇治城（いちうじじょう）を
守護するために作られたもので、後に移されたと伝え
られています。ちなみに毘沙門天とは仏教を守る守護
神で、甲冑をまとった武人の姿で表されることが多い
ようです。七福神の一人でもあります。 
　寿永・文治年間（1182～1189）の頃に、伊集院の郡司、
紀時清（きのとききよ）は一宇治城を築き勢力を強め
ていたと伝えられています。時清は、城の守り神として、
本丸に毘沙門天、観音菩薩、春日明神、薬師如来を四
方に安置したとされています。後に、島津氏の分家（新
伊集院氏）が紀氏（古伊集院家）を追い払い一宇治城
の城主になりました。 
　戦国時代の末、天文５（1536）年に島津本家 15 代当
主貴久はこの城を攻め落とし、本拠地としました。そ
の際に、貴久は毘沙門天の石碑を日置の五丁田に移し
たとされています。時期は不明ですが、その後に現在
の毘沙門自治会の場所に移されたとのことです。　 

日
吉
支
所
か
ら
車
で
１０
分 

Access

永吉　洋子さん（63歳） 東市来町湯田 

　「和紙ちぎり絵講座」講師の永吉さんは、生
涯学習講座のほか自主講座でも指導しています。
同講座の講師をしていた母のアシスタントをす
るようになったのがきっかけで始めたちぎり絵は、
様々な種類・色の和紙の温かさ、柔らかさで表
現するのが楽しいところであり難しいところです。 
　「和紙」の和は「和み」の和。これからも講
座やグループの「和」を大切に、和紙ちぎり絵
の楽しさを伝えていけたらいいですね。 

　
ぼ
く
の
夢
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
で
す
。ぼ
く
が
プ
ロ
に
な
り

た
い
と
思
っ
た
の
は
、テ
レ
ビ
で
日
本
代
表
の
中
田
選
手
の
す
ご

い
プ
レ
ー
を
見
て
感
動
し
て
、「
ぼ
く
も
あ
ん
な
ふ
う
に
プ
レ
ー

し
た
い
な
」
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。練
習
で
は
、楽
し

い
こ
と
よ
り
も
、苦
し
い
こ
と
の
方
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
特

に
、何
本
も
の
走
り
込
み
や
ド
リ
ブ
ル
の
練
習
は
と
て
も
き
つ
い

で
す
。で
も
、そ
う
い
う
苦
し
い
こ
と
を
乗
り
越
え
な
い
と
す
ご

い
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
は
な
れ
な
い
と
思
う
の
で
、く
じ
け
ず
に
続
け

よ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
ぼ
く
が
目
標
と
す
る
選
手
は
、ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
・
ロ
ナ
ウ
ド

選
手
で
す
。
彼
は
い
つ
も
冷
静
で
、周
り
を
見
な
が
ら
鋭
い
ド
リ

ブ
ル
で
多
く
の
選
手
を
ぬ
き
、シ
ュ
ー
ト
ま
で
も
っ
て
い
き
ま
す
。

い
つ
か
坂
口
蓮
の
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

選
手
を
目
指
し
ま
す
。ぼ
く
は
親
や
周
り
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ

て
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
す
。必
ず
プ
ロ
に
な
っ
て
恩
返
し
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

超
一
流
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
に 

伊
作
小
学
校
六
年
　
坂
口
　
蓮
く
ん 

さ
か
ぐ
ち
　
　
れ
ん 

●徳永電機㈱ 
　東市来方面団湯田分団副分団長 
　「消防ホース巻取機」を日本国特許庁実用
新案権に登録 

 

『和紙ちぎり絵』 

〈
引
用
参
考
文
献
〉 

『
日
吉
町
郷
土
史
　
上
巻
』 
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,433人（△57） 

　男　　24,502人（△　8） 

　女　　27,931人（△49） 

世帯数　22,371　（△17） 
2月1日現在 （　）は前月比 

みんなで団地を守るために 
　住宅密集地妙円寺団地の新春恒例行
事が行われました。市消防本部職員か
ら消火器取り扱い等の説明を受けた住
民は、自分たちの住む地域を守ろうと
実際に消火器を使用して消火訓練を行
いました。 
（妙円寺団地防火訓練　P10関連記事） 

今月の 
表　紙 
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そ 

　
東
市
来
地
域
北
部
に
あ
る
北
山

自
治
会
。
平
成
二
十
年
二
月
一
日

現
在
六
十
二
世
帯
、
百
四
十
三
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
に
は
、
北
山
殿
と
梅
木
殿

が
戦
い
を
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
お
盆
に
は
敗
北
し
た
北

山
殿
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
火
振

り
の
行
事
が
伝
わ
り
、
現
在
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
北
山
殿
の

支
配
し
て
い
た
所
か
ら
、
そ
の
ま

ま
こ
れ
が
地
名
と
な
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

歴
史
と
伝
統
を
守
り
、受
け
継
ぐ
た
め
に 

北
山
自
治
会（
東
市
来
地
域
） 

き
た
や
ま 

北山自治会 
（東市来地域） 

▲田の神さあにもちを供える青年団 
　（二才講） 

▲鹿王神社で行われた七日講（ソバ講） 

▲毎年お盆に行われる「北山の火振り」 ▲左から福田健太郎さん、北山守さん、北山義寛会長 

の
昔
、
大
里
川
向
か
い
の
平
山

（
デ
ラ
ヤ
マ
）
に
陣
を
構
え
て

い
た
北
山
殿
と
、
城
之
岡
に
陣
を
構

え
て
い
た
梅
木
殿
が
戦
い
、
敗
れ
た

北
山
殿
の
浄
精
霊
と
無
縁
仏
を
供
養

す
る
た
め
に
始
ま
っ
た
北
山
の
火
振

り
。
先
端
に
ツ
ガ
（
松
明
）
を
つ
け

た
長
さ
五
、
六
メ
ー
ト
ル
の
孟
宗
竹

を
南
北
（
北
山
と
梅
木
の
方
向
）
に

大
き
く
振
り
、
供
養
す
る
お
盆
の
恒

例
行
事
と
し
て
百
年
以
上
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
夏
の
夜
空
を
焦
が
す
勇

壮
な
こ
の
行
事
。
火
振
り
が
行
わ
れ

る
納
骨
堂
広
場
で
は
、
主
に
地
域
の

青
年
や
青
壮
年
部
員
で
準
備
。
ま
た
、

お
盆
に
帰
省
す
る
人
も
参
加
し
て
伝

統
行
事
と
し
て
地
域
全
体
で
守
り
続

け
て
い
る
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

。
北
山
に
も
古
く
か
ら
伝
わ
る

講
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
十
月
末

か
ら
十
一
月
に
行
わ
れ
る
二
才
講
（
に

せ
こ
う
）
や
十
二
月
七
日
に
行
わ
れ

る
七
日
講
（
ソ
バ
講
）
が
あ
り
ま
す
。

昔
、
あ
ら
ぬ
事
実
に
よ
り
斬
ら
れ
た

北
山
殿
の
奥
方
の
命
日
を
弔
う
た
め

の
七
日
講
。
奥
方
は
斬
ら
れ
る
際
、「
白

い
血
を
流
し
た
ら
私
は
無
実
で
す
」

と
言
い
残
し
、
白
い
血
を
流
し
た
。

奥
方
を
哀
れ
ん
だ
人
々
は
、
そ
の
場

に
白
椿
を
植
え
弔
い
ま
し
た
。
現
在

の
七
日
講
は
白
い
花
を
つ
け
る
ソ
バ

を
食
べ
る
こ
と
か
ら
別
名
「
ソ
バ
講
」。

三
十
三
年
目
の
節
目
と
な
っ
た
今
年

は
、
鹿
王
神
社
で
盛
大
に
神
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

才
講
は
昔
、
青
少
年
が
心
身
の

鍛
錬
、
修
養
の
場
と
し
て
、
礼

儀
作
法
、
悪
事
追
放
、
勤
労
の
大
切

さ
を
学
ぶ
講
と
し
て
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、
終
戦
後
こ
の
風
習
は
廃

れ
、
現
在
で
は
、
主
に
豊
作
祈
願
の

行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
青
年
団
が

も
ち
を
つ
き
、
そ
の
も
ち
を
「
わ
ら

つ
と
」
に
包
ん
で
地
域
に
あ
る
二
体

の
田
の
神
さ
あ
ま
で
持
っ
て
い
き
、

田
の
神
さ
あ
の
周
り
を
歌
い
な
が
ら

踊
っ
た
後
、
も
ち
を
お
供
え
す
る
行

事
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

の
よ
う
に
北
山
に
は
数
多
く
の

伝
説
や
逸
話
が
あ
り
、
伝
統
行

事
は
今
で
も
地
域
住
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
伝
統
を
守

る
気
風
は
地
域
に
根
付
き
、
住
民
に

も
ま
と
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
も
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
な
ど
、
い
い
子
ば
か
り
。
こ

れ
か
ら
危
惧
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り

現
代
の
風
潮
で
も
あ
る
少
子
高
齢
化
。

地
域
の
伝
統
行
事
を
受
け
継
ぐ
若
い

世
代
が
少
な
く
な
り
、
今
後
、
こ
の

伝
統
を
受
け
継
い
で
い
け
る
か
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

講 

二 

こ 




